
消火 用黒 の開 轄について

えがき

一絞家主設ではp 法的な約く用条の義務付lナ丸I象とな

るものは少なし経活火災もそうであるように，地震

等により同時に多くの火災が発生したならば，被害を

最少阪にするうえからも，被防力以外に一般からの初

期消火の協力が必要忙なってくる。

今回開発の消火用桑は，適切な消火用具のあまりな

い…撚家怒を対象としF 大綴模以外く災{こなる絢にふ規

模のうちに，くいとめようとするところに烹義が忘

り.山発g標として

( 1刊〉誰ω(む!

(2 ) 初期i消向火として十分期待できるi消白火効果がある

と。

(3) 価総;土(鋭意表であるこ」。

(4) 日出嵯の場合にも，その存在を容易に思いおこさ

せるものであること。

( 5) 保守が容易であるこい。

等を考慮することとした。また，結果的には水を主体

としたが，水な;ぞった消火潟具の良さじっレではg 再

認識されつつ為る現在，当研究所では，ハケツとハン

上
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-ボ γ ブについて試作p 実験してきたのでここに報

告する。

2. 形状および構造

( 1 ) 消火バケツ

形状としては種λそのものが考えられるが基本的には

上方からみ，円，三?包囲均等があげられ，ょこれ

に茎っく変形も含めて試作した。実験した 9稀類の形

状を図，乙代表的な形状のうち，構造留を図 2にお

す。容器の内部に仕切板を設け，また9上だにはぷのi氏

出況;を除いて蓋をしたことにより，数回に分けて役水

第2部 j路大バケツめ機造

第 1図 消火バケツの形状区分
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第3図 ハンドポンプぬ機造

でき，この点が普議の/ごケツと怒を異にするところ

あ

(2 ) ハンドポンプ

線路構造ぷ図 3に示すようなものを試作した。一段

に人の腕力は O.lHP程度の力で仕事することができ

ると '1つれてL、る。長時間には溜人差もあるがこの趨

以下となるのは当然である。ポンプの操作，本体重量

等にあっては軽いものであることが望まれ，々回試作

したものは成人男子で，おおむね 1分間は容易に操作

でを予しかも消火効率の下がらないものとした。

方法，

( 1 ) 平面投水分布

j自火バケツ

図4に示すような測定用ますに投水された水の泣を

はかり，その結果を図5に示す。

5 から z 各稜類共~，::3~5mの範聞に有効に役水

可能であるという乙とが分かり，個人差はあっても

3 は十分校水できる。 6は湾女7111めi七較もfおこ

ったもので形状 No.6. 9について示す。

努子が股ホした場合，設立量の分布状態がまナ番号

から 5へと漸次増加しているが，女子のそれは逆の傾

向が丸る。ち没者の手続側に投水される率が;蔦く

.t:'IJ9~ フヘ

斗
吋
e

.ぞれだけ rむずご?luとなる百性が℃、る。しかし

ながら苦形状によっては，各ます共ほぽ均一に投水さ

るもめもあり単に総力のよばかりでなく構巡，形状

ょの題も含まれているととがわ点、る。実際には容量

を一定としても，投げやすさのぷを担当考慮、しなけれ

ばならず主幹に速くへ飛ぶだけでは不十分て-ある。

イ，ハンドポンプ

図引こ同 il¥ll活用まずな使用いポンプ本{みを胸

の位置におよそ水平に構え，高速，中速，低速の 3段

階でほ作した。操作数に蒋現?をが困苦であるので，

一例として，毎分68往復. 56往復および48往復につい

の結祭を溜?に淡わす。当然のことながら，速く操

作すれば全体として多くの水設を得られるが，比較的

救水距離を得ることができγ，むしろ浅く操作した場

合遠方まで放水することができた。しかしノス)レの形

:次によっては治るならづ3しもよこのようにはならなL)

( 2) 減水量iftlJ定

ア， 治火ノくケツ

一般ごとに役水された71:の量索現IJ定し記録した。そ

の結果が図 8である。各形状共，異なる 3者. A. B. 

l二φL、て実施し，その均f査で表わ

(3) 消火実験

目的が初感情火ということから?一般弘行なわれて
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第 4図投水量測定ます
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第 5図 消火バケツ平面投水分布
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第 9図消火実験要領
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レる消火器の能力単位の測定とは異なり「消炎」の意

味を重視した。

災験方法は部 9に示すとおりで，初め燃焼物体から

離れ投および放水い順次絞近し消火?とら繋領

で実施した。

代表的な階j伐につい℃察施したj議決ほ第 1 全占

りである。この値は再滋性tこ困難があり，数怨として

は舵実性に乏しいが一つの結果としてとらえることが

る。再燃時閣の差wであるが，入程度の潟大で

は形状 No. が 3杯使濁したとき綾もいのはp 明ら

かに水量の差で 1杯ではこの程度の火面の広がりに

は対処できず9 数杯必畿という結撲になる。形状

， 9にあっては， 持燃時聞こそ早いが，ゎγか

1杯分の水量で容易に消火できる点に大きな違いがあ

るの再燃時間が少々早くても到命的な欠点主はなら

まず炎庄できれt工科易t乙次め行動をとやうる

時間的余絡をもち，心理的な落ち付きの得られたもと

で行動がとれれば，結果的にはより確実に消火できる

にもな

No. 1 

No.6 

NO.9 

4. 性能

( 1 ) 消火バケツ

火元にの役水管不十分で、

1.Kできるのマ消火の失敗を減

備

2-器問と投

とができ》。

イ 天井等の比較的高い場所，また火面がある程度

広がっても数回にわたり投水℃狩

が広い。

ウ 上蓋，仕切板等があるので，運搬，振動に対し

目的使泌が可 あ

る。

使用が簡単でイメージ的に消火め習慣伎があ

， n出銭め総合も取扱いに失号交が少ない。

( 30 ) 

カ 形状の選択により隠き場を自由に選べる。

キ低価格で保守も容易である。

2) ハンドポンプ

ア きる。

イ ポンプの往復操作が比較的軽い。

ウ 比叡的低価格ーだある。

エ 詩文ホ，消毒，殺決等多目的な使用が可能で、ある。

次に性能としては.

7 往復吐出量 平均約部∞

イ有効投射距離 最 大 約 m

ウ有効放水時間 5fで約75sec

5. 

( 1 ) 形状，構造について

不特定あ数の者が立を刻すると?るならば，さ純然誰し

が使いやすい形状としなければならない。約tこ消火

パケツにあっては上蓋を設けたことから，投水時，上

蓋にらたる水の衝撃を投者は感じるφ これをいかに小

な値とナるかが，にの種容器の及否を決沼すること

にもなり，また，バランスよく上蓋に水があたるよ

う，設計することが投水のしやすきにつながる。前方

に押し出すぷうな気持ぐ/'ケツを直線方向になるよ

う，腕を運動させるとき最良状態を得られる。なお，

バケツは水平に対しある角度をもつことにより投水距

離が大になる。

ハンドポンプの場合は湿りの具合，ノズノレ，水タン

クの形状等が操作の容易性からみて考慮すべきであ

(2) 平面投水分布について

男女別による投水距離および各役水距離による水量

分布を部泌したが，消火に際し潟効な水量として約

1，000∞以上とすると男子で3-6mの間，女子では 1

-4mの間であった。このことから.また，性別を問わ

ず力の差が投水距離比大きく影響ずる。高浅のふる場

合については，平面投療に準じるが，ややこれより減じ

た距離になることはまぬがれなし、。一般の木造家屋程

波の天井蕊絡の高さにあっては十分索用に燃し得る。

〕 消火糞験にっし

図9による消火実験の結果について一応，第1表に

示すとおり却とあるが，この結果からも普通バケツでは

数個必要と寸るのに対いそれよちも少ない鱒数でよ

いことになり，効率よく水を使用できる。このことは

設置場所，位置等をすす獲すると部分よいことにもな

しカ為 ら水懇:不から

ことは，まぬがれないが特に致命的といえないこと

前述したとおりである。現径のものよワさらに，

投水回数合増し消火効3裂を高めようとした緩急念 1投



1投の投水量が減じるため，期待した程の消火効果は

得られない傾向になる。実際には 1回の投水量を

1. 000-2. 500∞程度とし 4-5回で投水が完了するよ

うに，関口部，仕切板の構造を適切に設計することが

効果的である。

ハ γ ドポンプにあっては 1往復によりノズルから

吐出される水量は前記したが，最初からパケツのよう

な顕著な消炎現象は呈しないが，結果において同様な

消火を行ないえた。

6. あとがき

今回試作した消火用具にあっては，一般家庭に防火

の備えとして地震時による火災，あるいは普通火災の

初期消火の手段として手近かなところにおくもので，

自衛意識の葡揚をはかり，かつ，初期消火を容易に行

なえるものとした背景等から開発したものである。

今回開発した消火用具にみるような試みが何らかの

役に立てば幸いと考える。
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